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9 nを自然数とし，集合A; Bを

A = f a j aは条件 (★)をみたす自然数 g

B = f a j aは条件 (☆)をみたす自然数 g

で定める．ただし，条件 (★)，(☆)は次で与えられるとする．

(★) 2次方程式 x2 ¡ ax+ 2n = 0は異なる 2つの実数解 ®; ¯をもち，®¡ ¯は整数である．

(☆) 2次方程式 x2 ¡ ax+ 2n = 0は異なる 2つの整数解 ®; ¯をもつ．

(1) 2つの集合A; Bについて，A = Bが成り立つことを証明せよ．

(2) 次の問いに答えよ．

‘ n = 1; 2のそれぞれの場合について，集合Aを，要素を書き並べて表せ．

’ 集合Aの要素のうち，最大の数を求めよ．

“ 集合Aのすべての要素の和を求めよ．


